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今、ダムカードがあつい！

今、ダム愛好家の中で注目されているのが「ダムカード」です。

子供の頃に集めたトレカに似たようなカードで、ダムの写真や特徴が記載されています。平成19年より

国土交通省等が管理するダムでダムカード（公式版）を作成し、来訪者に配布したのがはじまりです。

当事務所でも、同時期から手作りのオリジナルダムカード（非公式版）を配布していましたが、現在は公

式版のカードに切り替えたため、旧カードの配布は終了しました。

さて、平成27年8月から配布したダムカード（公式版）ですが、熱心なダム愛好家の増加とともに年々

配布枚数が増えています。配布開始からの集計結果は以下のとおりです。

公
式
版

以上より、ダムカード収集を目的とした「コレクター」が多く、間違いなくダムカードが地域活性化の一

助となっているようです。また、年間の月別では、7～9月は夏休み・盆休みと重なるためダムを訪れる方

が多く、11～3月の冬期間は減少する傾向にありました。

配布時に来訪者に伺ったところ、ダムに行かないともらえないため、他県のダムカードはマニアの方でも

入手が困難で「レアもの」だそうです。青森県の他ダムでもカードを配布していますので、みなさんも、県

内10ダム（国交省2、青森県8）の完全制覇を目指してみてはいかがでしょうか。

〔青森県ダムカード情報〕http://www.pref.aomori.lg.jp/kotsu/build/dam-card_2015_03.html

• 約18か月で1,259枚を配布（約69枚／月）

• 小学校の見学が多く、青森県が55％を占める

• 県外の来訪者が約45%と多い

• 約18か月で925枚を配布（約51枚／月）

• 浅虫温泉街とダムが近いため、県外の来訪者

（宿泊客など）が多い

• アクセスが良く、首都圏からの来訪者が多い

（「道の駅」で配布、鉄道等が利用可能など）



平成29年1月26日、 (一財)ダム技術センター主催による平成28年度ダム技術研究発表会が東京都で

開催されました。

この研究発表会は、ダム事業の建設及び管理に携わる技術者の技術向上に広く資するため、ダム技術

に関する研究論文を各都道府県から募集し、最新技術の情報交換および討論の場として、年1回開催され

ているものです。

今年度は、「駒込ダム右岸造成アバットメント工の配置設計」と題し、青森県河川砂防課ダムグルー

プの菊池技師が発表しました（造成アバットメント工法の詳細については、本誌第101号（平成28年2

月）を参照ください）。

本研究発表会では最終的に最優秀賞・優秀賞と選ばれます。発表持ち時間15分の中で時間配分は完璧

で、質疑応答による設計へのアドバイス等がありましたが・・・厳正なる審査の結果、残念ながら賞に

は選ばれませんでした。

平成28年度ダム技術研究発表会

発表中の菊池技師 質疑応答中

「ダムフォトコンテスト」は、写真を通じて、ダムの役割やダムと

周辺環境との調和などを一般の人々に知っていただくことを目的とし

て開催されており、平成29年度で32回目の開催となります（(一財)ダ

ム技術センター主催）。詳細は右図をクリック、またはダム技術セン

ターHP（http://www.jdec.or.jp/）を参照下さい。

◆応募先：ダム技術センター ダムフォトコンテスト係

◆問い合わせ先：03-5815-4161

◆締め切り：平成29年9月30日（土）消印有効

当事務所でも、管理中の2ダム（下湯ダム・浅虫ダム）において写

真を撮影してみました。みなさんも是非、ダムを訪れた際には、写真

を撮影し応募してみてはいかがでしょうか！

＜第32回ダムフォトコンテスト＞開催のお知らせ

厳冬期の晴れ間と下湯ダム洪水吐（下流側より） 浅虫ダムほたる湖（ダムと海が見える展望台より）

http://www.jdec.or.jp/

